
News l e t t e r

2 0 2 5

www.numazu-lionsclub.jp ●会長／橋本�賢⼀  ●ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員⻑／加藤�明⼦ ●編集／ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会 

特集Ⅰ～⽣成AI時代本格到来！∼ 特集Ⅱ～ヨハン・ノール君来訪∼

例会報告

同好会REPORT

LION

2025年（令和7年）

12月31発⾏〈781号〉��沼津ライオンズクラブ沼津ライオンズクラブ 沼津ライオンズクラブ

Ｎｏ.７８１

����334-C�3R1Z334-C�3R1Z  334-C 3R1Z

NUMAZU
LIONS
CLUB

d e c e m b e r

【事務局】沼津市添地町128 クインテッドビル3F ☎ 055-963-0250  FAX 055-962-5939 【例会場】沼津市上土町100-1�沼津ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾎﾃﾙその他【例会日】第1・第３⽊曜⽇】

2025-2026年度　クラブスローガン      Let's enjoy“�We�Serve”

オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

　
 
 
札
幌
の
地
に
て
開
催
！

CLUB REPORT



生 成 A I 時 代

　 　 　 本 格 到 来 ！

特集Ⅰ
表 紙 を 飾 っ た 1 枚 の ア ニ メ 画 像 。 こ ち ら は 本

年 、 札 幌 で 開 催 さ れ た オ セ ア ル フ ォ ー ラ ム の

会 場 で 撮 っ た 集 合 写 真 で す 。 こ の 写 真 を

C h a t G P T に ア ッ プ ロ ー ド し 、「 ア ニ メ 化 」 と

指 示 を し 、 た っ た 数 分 待 つ だ け で 、 ア ニ メ 化

さ れ た 画 像 が 出 来 上 が り ま す 。

ひ と 昔 前 で は 、 ア ニ メ 画 家 な ど に 依 頼 し な い

と こ の よ う な 画 像 が で き ま せ ん で し た が 、 今

で は 簡 単 に で き て し ま う 時 代 が 到 来 し ま し

た 。

わ れ わ れ マ ー ケ テ ィ ン グ 委 員 会 で は 、 こ の 生

成 A I に つ い て 特 集 を 組 ん で み ま し た 。
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C h a t G P T は 、 質 問 に 答 え た り 文 章 を 作 っ た

り 、 考 え を 整 理 し た り し て く れ る 対 話 型 の A I で

す 。 使 い 方 は と て も 簡 単 で 、 画 面 の 入 力 欄 に 知

り た い こ と や お 願 い し た い 内 容 を 日 本 語 で 書 い

て 送 信 す る だ け で す 。 難 し い 命 令 や 専 門 用 語 は

必 要 な く 、 普 段 話 す よ う な 言 葉 で 問 題 あ り ま せ

ん 。 た と え ば 、 調 べ も の を し た い と き は 質 問 を

書 き 、 文 章 を 作 り た い と き は 「 〇 〇 に つ い て

3 0 0 字 で 書 い て 」 と 伝 え ま す 。 思 っ た 答 え と 違

っ た 場 合 も 、「 も っ と 短 く 」「 や さ し い 表 現 で 」

と 追 加 で 伝 え れ ば 、 何 度 で も や り 直 し が で き ま

す 。 C h a t G P T は 勉 強 や 仕 事 、 文 章 作 成 の 手 助

け と し て 、 初 心 者 で も 気 軽 に 使 え る 便 利 な 道 具

で す 。

今 回 の よ う に 写 真 を ア ニ メ 化 す る こ と も 簡 単 で

す 。 保 存 さ れ た 画 像 を サ イ ト 内 に ド ロ ッ プ ア ウ

ト し 、「 ア ニ メ 化 」 と 記 載 実 行 す る だ け で ア ニ

マ 化 さ れ た 画 像 が 出 来 上 が る 。 例 え ば 、 こ の 写

真 を 「 と な り の ト ト ロ 」 や 「 魔 女 の 宅 急 便 」 で

有 名 な ス タ ジ オ ジ ブ リ の よ う な ア ニ メ 画 像 に

も 、 た っ た 「 ジ ブ リ 風 」 と 文 字 を 打 ち 込 む だ け

で 出 来 上 が り ま す 。

生 成 A I （ G e n e r a t i v e 
 A I ） は 、 文 章 ・ 画 像 ・

音 声 ・ コ ー ド な ど を 自 動 生 成 す る 技 術 で 、 ビ ジ

ネ ス か ら 教 育 、 創 作 ま で 幅 広 く 活 用 が 進 ん で い

ま す 。 文 章 作 成 や 要 約 、 デ ザ イ ン 案 の 生 成 、 プ

ロ グ ラ ミ ン グ 補 助 な ど 、 従 来 の 作 業 を 効 率 化

し 、 生 産 性 を 大 き く 向 上 さ せ ま す 。 ま た 専 門 的

な ス キ ル が な く て も 作 品 や ア イ デ ア を 形 に で き

る た め 、 創 造 の ハ ー ド ル が 下 が り 、 誰 も が ク リ

エ イ タ ー と し て 活 動 で き る 時 代 を 実 現 し ま す 。

さ ら に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の サ ポ ー ト や 新 し い

産 業 の 創 出 な ど 社 会 的 意 義 も 大 き く 、 生 成 A I は

今 後 の 社 会 や 仕 事 の あ り 方 を 大 き く 変 え る 重 要

な 技 術 と い え ま す 。

生 成 A I は 業 務 効 率 や 創 造 性 を 高 め る 有 用 な 技 術

で す が 、 誤 っ た 情 報 を も っ と も ら し く 生 成 す る

場 合 が あ り ま す 。 ま た 著 作 権 や 個 人 情 報 の 扱 い

に も 十 分 な 配 慮 が 必 要 で す 。 生 成 結 果 を そ の ま

ま 信 用 せ ず 、 必 ず 人 の 目 で 確 認 し 、 責 任 あ る 使

い 方 を 心 が け る こ と が 重 要 で す 。

ジ ブ リ 風 ア ニ メ 画 像
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S C E N E

アクティビティ例会など奉仕作業を実施

1 0 月 - 1 2 月

例 会 報 告

沼津・沼津香陵ライオンズ

クラブ合同例会

１０月第１例会

アラート委員会例会

１０月第２例会

2025年10月16日、10月第2例会を地震発生に備えた減

災対策セミナーを市民対象に実施した昨年度に続き、

今年度はメンバーを対象に開催しました。

冒頭では、全メンバーに配布された非常食（アルファ

米）に熱湯を注ぎ、食事の準備を済ませてから例会セ

レモニーを実施。その後、「白飯」「ドライカレー」

「チキンライス」「五目ごはん」など、各自が選んだ

非常食を試食しました。続いて、「南海トラフ地震を

想定した時系列対応」をテーマとした講演が行われ、

過去の災害事例を紹介する動画を交えながら、地震発

生から復旧までの行動や対策、自宅・職場での備えな

どについて講義を行いました。メンバーは皆、真剣な

表情で耳を傾けていました。

具体的な減災対策の知識とともに、自助の重要性を再

確認し、発災時にはライオンズクラブの一員として主

体的に復旧支援に関われる意識と姿勢を学ぶことがで

きた、大変有意義な例会となりました。

10月から12月は奉仕作業の多い月です。

アクティビティを通じて活気のある活動を！

2025年 10月 2日、10月第1例会を沼津リバーサイドホ

テルにて開催しました。8月に実施されたYCE事業に

両クラブから派遣生として参加した4名のYCE生によ

る報告会となりました。

今回報告を行ったのは、沼津ライオンズクラブからの

派遣生の清水さん（20歳／ベルギー）、沼津香陵ライ

オンズクラブからの派遣生の武田さん（22歳／エスト

ニア）、坂東さん（19歳／ベルギー）、阿部さん（16歳

／イタリア）の4名です。渡航前の期待や緊張、旅先

での思わぬアクシデント、そして現地で出会った各国

のYCE生との交流についてなど、プロジェクターで映

し出される写真を交えながら語ってくれました。単身

で2週間以上にわたるホームステイでの体験は、若い

彼らの感性に大きな刺激を与えたことが伝わってきま

した。とりわけ印象的だったのは、現地のホストファ

ミリーが非常に温かく彼らを迎え入れてくれたこと、

そしてその厚意に対する感謝の気持ちが報告の随所に

表れていた点です。世界のライオンズクラブのメンバ

ーシップが確かで強い絆に支えられていることを、改

めて実感できる素晴らしい例会となりました。

ZC訪問例会

１１月第１例会

2025年11月6日、11月第1例会（ZC訪問例会）を開催

しました。私房菜 
香香を会場に、334 -C地区 
 3R1Z

ゾーン・チェアパーソンを努められている沼津中央ラ

イオンズクラブ
L 
三島時政をお招きし、今年度の地

区活動方針に沿った各種項目の進捗状況（達成率）に

ついてご説明いただきました。また、ご自身のご紹介

として、ゼネコンを定年退職後にご縁があり沼津中央

LCへ入会されたこと、これまで幹事と会長をそれぞ

れ2回ずつ務められたご経歴、そして今年80歳を迎え

られるとは思えないほど溌溂としたお姿など、参加メ

ンバーはそのエネルギーの高さに大きな驚きと刺激を

受けました。

来年度は持ち回りにより、当クラブからZCおよび地

区委員を輩出する年となります。今回の公式訪問例会

では、役職の意義や心構えなど多くの学びを得ること

ができ、大変有意義な例会となりました。
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クリスマス家族例会

１２月第２例会１２第１例会

アクティビティ例会

11月第２例会

2 0 2 5年 12月14日、沼津野球連盟学童部の児童と保

護者が参加し、12月第1例会を開催しました。　第1

部では「スポーツがつなぐ親子の未来」をテーマに

パネルディスカッションを行い、スポーツが人生や

社会に与える影響について意見を交わしました。

パネラーには、社会人野球シダックス初代監督で高

校野球解説者の大須賀健氏、元アスルクラロ沼津選

手の大須賀健太氏を迎え、当クラブ会員で野球指導

者のL岡田哲也が加わり、ファシリテーターは当ク

ラブ会員のL杉澤教人が務めました。努力を続ける

力や仲間を思いやる心の大切さなど、勝敗を超えた

スポーツの価値が語られ、参加者にとって学びの多

い時間となりました。第2部では、児童による「親

子
夢宣言カード発表」を実施しました。将来の夢

や目標、感謝の気持ちをカードに書いて発表し、

「野球選手になりたい」「勉強や練習を頑張る」と

いった力強い言葉や、保護者への感謝の言葉が多く

聞かれ、会場は温かな雰囲気に包まれました。

12月18日、沼津リバーサイドホテルにて、12月第2例

会「クリスマス家族例会」を開催しました。例年以上

に多くのご家族にご参加いただき、会場は明るく華や

かな雰囲気に包まれました。奥様同士の会話にも自然

と花が咲き、終始あたたかく穏やかな時間が流れてい

ました。美味しい料理とお酒を囲みながら会話も弾

み、マンドリンのやさしい音色が会場に心地よく響い

ていました。マジックショーでは、昨年よりさらに工

夫を凝らした演出が披露され、間近で繰り広げられる

不思議な世界に会場の皆さんが引き込まれていまし

た。マジシャンが各テーブルを回り、目の前で披露さ

れるマジックに、驚きと歓声があちこちから聞こえて

きました。恒例のクリスマスプレゼント抽選会では、

番号が呼ばれるたびに期待が高まり、沼津でホームス

テイ中のヨハン・ノール君（ドイツ）にお米が当たる

場面も。全員がプレゼントを手にし、会場には自然と

笑顔があふれていました。

家族例会ならではの魅力を改めて感じる、心温まるひ

とときとなりました。

2025年11月24日、11月第2例会（アクティビティ例会）として、沼津ライオンズクラ

ブはアイバンク・献眼登録推進活動を実施しました。活動場所は、プラサヴェルデ

（キラメッセぬまづ）で開催された「福祉まつり」会場、沼津駅南口周辺、サントム

ーン柿田川の3ヵ所に分かれ、同時展開となりました。当日は、多くの来場者よりアイ

バンクへの理解と献眼登録へのご賛同をいただき、啓発活動として大変有意義な時間

となりました。

今後も沼津ライオンズクラブは、「献眼の沼津」の精神を受け継ぎながら、地域に根ざ

したアイバンク活動の推進に努めてまいります。

アクティビティ例会
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O S E A L フ ォ ー ラ ム

寄 贈

周 年 式 典

地 区C L U B

R E P O R T

ACT IV I TY

青 少 年

第48回選抜少年野球

沼津交流大会

10月13日（スポーツの日）、台風に

よる雨予報で開催が心配されまし

たが、曇り空のもと無事に開会式

が行われました。

前回優勝チーム「四小アトムズ」

より、沼津ライオンズクラブカッ

プの返還。沼津市内をはじめ、県

東部・伊豆から全32チームが参加

しました！子どもたちのはつらつ

とした笑顔と元気いっぱいの選手

宣誓が印象的でした

青 少 年

沼津視覚特別支援学校

樹木札取付交流事業

10月17日、静岡県立沼津視覚特別支

援学校において樹木札取付交流事

業を実施しました。昨年度のCN65

周年記念事業に続き、今年度は残

る48枚の樹木札を生徒の皆さんと

クラブメンバーが協力して取替え

ました。秋晴れの下、交流を深め

ながら作業を進め、支援活動の意

義を改めて実感する貴重な機会と

なりました。

寄 贈

334-C地区統一

奉仕の日

フードドライブ開催！

10月12日、静岡県内67クラブによる統

一アクティビティが実施されまし

た。沼津5ライオンズクラブでは、市

内5クラブの会員から寄せられたお米

やインスタント食品などを、NPO法

人「フードバンクふじのくに」に寄

贈（引き渡し）しました。これらの

食料品は、今後必要とされるご家庭

や子ども食堂などへ届けられます。

第62回OSEALフォ

ーラム札幌　開催

10月23日から札幌市で開催された

第62回OSEALフォーラムin札幌

に、沼津ライオンズクラブより

18名で参加しました。日本での

開催は2019年広島大会以来6年ぶ

りとなり、開会式ではOSEAL地

域各国の代表者が一堂に会し、

ライオンズクラブ国際協会会長

A.P.シン氏の力強いメッセージに

触れることができました。会員

相互の親睦も深まり、国際交流

の意義を実感する貴重な大会参

加となりました。

イルミネーション

点灯式に参加

11月1日『沼津イルミネーション点灯式』

に参加しました‼》沼津ライオンズクラブ

のメンバーである
L
山本真太郎・L
加藤あ

きこ
両名が中心となり立ち上げた「沼津

イルミネーション実行委員会」では、毎

年冬に沼津市内へイルミネーションを設

置する活動を続けています。本日は6年目

の取り組みとなり、沼津駅北口広場に高

さ6ｍを超える巨大なクリスマスツリーが

設置され、そのお披露目となる点灯式に

スポンサーとして参加いたしました。街

中にイルミネーションを灯すことで、冬

の街に温かさと華やかさが生まれ、市民

や来訪者に季節の潤いや笑顔を届けま

す。

沼津千本LC
CN60周年記念式典

物価高騰が続く中、地域の安心につ

ながるよう、今後も継続して支援活

動を行ってまいります。

夜間の回遊性が高まり地域商店の活性

化につながるほか、防犯や安全面にも

寄与します。光を通じて地域の魅力を

発信し、まちへの誇りと絆を育むこの

活動を、私たちはこれからも支援して

まいります。
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11月9日、CN60周年を迎えられた沼津千本ライオンズクラブの記念式典に、当クラブより役員9名が参加しました。式典では、橋本会長がスポンサークラブを

代表して祝辞を述べられ、60年にわたる奉仕活動への敬意が表されました。また、「沼津ブラス・フロンティア支部」の結成式や、L濱野雅司による講演「奉

仕で築く地域の絆」が行われ、ライオンズクラブの理念である“We
Serve”の精神を改めて学ぶ貴重な機会となりました。



薬物

同 好 会 R E P O R T

バイク同好会

山歩き同好会

ゴルフ同好会

寄贈

薬物乱用防止教育認定講師養成講座

11月27日、静岡市のグランシップにおいて、ライオンズクラブ国際協会

334-C地区「薬物乱用防止教育認定講師養成講座」が開催され、当クラブ

から橋本会長とL岡田が参加しました。また、L徳田は講師として登壇

し、分かりやすい講話で活躍されました。近年、青少年による大麻使用

やオーバードーズが社会問題となる中、薬物乱用防止の重要性を改めて

学ぶ貴重な機会となりました。L徳田の分かりやすい講話は受講者から

も好評を博しました。

薬物

薬物乱用防止講習会

沼津工業高等専門学校

12月2日　沼津ライオンズクラブでは、毎年青少年を対象にした薬物乱用

防止講習を実施しています。認定講師が学校を訪問し、新一年生に対し

て危険薬物の種類や乱用の恐ろしさ、そして種類ごとの身体への影響に

ついて分かりやすく講義を行っています。青少年が将来にわたって健や

かで幸せな人生を歩めるよう、私たちは今後も講習を通じて薬物乱用防

止活動に取り組み、奉仕を続けてまいります。　

N U M A Z U  L I O N S 
 C L U B 2 0 2 5 年 1 2 月 号 8

10月17日・11月16日・12月21日
定例杯開催

沼津ライオンズクラブ
ゴルフ同好会では、毎月第3日曜日に沼津ゴルフクラブにおいて定例杯を開催しています。本同好会は、クラブをご卒業され会友とな

られたOBの皆様ともプレーを楽しめる貴重な交流の場であり、年齢や性別、入会歴を問わず、ゴルフを通じて親睦を深めることができる歴史ある同好会で

す。和やかな雰囲気の中にも真剣勝負が繰り広げられ、会員相互の交流と友情を育む場として、多くのメンバーに親しまれています。

11月23日、バイク同好会で伊豆半島を半周するツーリングに行ってきました。当日は雲ひとつない晴天に恵まれ、まさに絶好のツーリング日和。オブザーバ

ーとしてゲストの方の参加もあり、6台のバイクで風を感じながら走る、最高に充実した一日となりました。昼食では、下田の「とんかつ
暁亭」にて名物の

「ヤングマンステーキ」を堪能。ジューシーで食べ応えもあり、走った身体に染み渡る美味しさでした！仲間と共に走る楽しさを改めて感じた、思い出深

いツーリングとなりました。

11月8日、神奈川県伊勢原市の大山に登ってきました。当日は天候にも恵まれ、沼津駅から御殿場線と小田急線を乗り継ぎ、伊勢原駅からバスとケーブルカ

ーを利用して、大山阿夫利神社下社を経由し山頂を目指しました。岩場の多い登山道には苦戦する場面もありましたが、全員無事に登頂。恒例の山頂での

コーヒーを味わいながら、秋の山歩きを満喫しました。熊の出没情報もありましたが、多くの登山者で賑わっており、安心して歩くことができました。山

歩きの楽しさを改めて実感した一日となりました。次回の山行も楽しみです。
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